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めぐるパーシモンホール大ホール



委員長ご挨拶

本日はお忙しいなか、私ども水星交響楽団の演奏会にご来場いただき誠にありがとうございます。

当楽団は、１９８４年に一橋大学管弦楽団の若手ＯＢ・ＯＧを中,､L』に結成され、おかげさまで今年で創
立２０周年を迎えました。２０年もの年月が経ちますと、創立当時は社会にでたばかりで前途洋々だ

った団員も、バブルとその崩壊を経験し、世の中なんてこんなもんよと、夜な夜な居酒屋で渋く酒

を酌み交す中堅社員となっているわけですが、その’,:_:の奥底では、２０代と変わりない、むしろかえ
って増幅された音楽への想いが渦巻いております。それは２０年目にして今までとりあげたことが

ないブルックナーの交響曲、それも、彼の最後にして最高傑作である第９番をプログラムに据えて

いることからもはっきりしていると思います。

昨今では、マーラーがすっかり市民権を得て、ショスタコーピッチの１５の交響曲が毎月東京の

どこかで演奏されるようになりました。人間の魂の中,こ部分を直接揺さぶるような曲想を持つ両者

の交響曲が熱く受け入れられるのはよく理解できますが、一方ブルック十一の演奏頻度が確実に増

えているのも、いろいろな意味で方向性の見えない現代社会において当然のことかもしれません。

生前のブルックナーは生涯独身を通し、信仰に殉じた作曲家でした。
今回演奏する交響曲第９番は、皆様ご存知の通り本来４楽章構成を想定しながらも病に倒れたた

めに未完に終わっています。期せずしてその終楽章となった第３楽章は天上にのぼっていくがごと

く終わりますが、それは、彼自身、自分に残されていた現世での時間を理解Ｌてのことだったかも

しれません（ちなみに、この交響曲は『神』（１）に献呈されています)。

本日は、もう｜曲、ストラヴィンスキーの三大バレエ音楽の１つ「ベトルーシュカ」も演奏させ

ていただきます。ロシア情緒満載のメロディーに溢れつつも、めくるめく色彩感をオーケストレー

ションの魔術師ストラヴィンスキーが見事に表した表現主義の傑作です。

タイプが全く異なる２曲ですが、それぞれの作曲家の代表作であり、曲の充実度、また難易度か

らいっても、どちらがメインプログラムであってもおかしくありません。２０年目を迎えた水響のチ

ャレンジングな姿勢をぜひご理解いただき、お楽しみいたただければと思っております。

最後になりましたが、無謀なチャレンジに２０年間もおつきあいいただき感謝の言葉もない常任

指揮者の香藤先生、及び、練習会場をはじめ数限りない部分でお世話になっている一橋大学管弦楽

団の皆様に改めて厚く御礼申し上げます。
水星交蝉楽団運営委員長植松隆 治

プログラム

●
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ストラヴィンスキー
ｌ９ｏｒＳ↑rovinsky

レエ音楽「ペトノレーシュカー
Ｐｅ↑rushko（RevisedVersion：１９４７）

休憩

-ブルックナー
AmorIBruckner

[１９４７年版Ｉ

交響曲 第９ 番二 短調
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[ベンヤミンーグン十一・コールス改訂ブルックナー協会版全集
新クリティカル・エディション（2000年）による］



出演者ご紹介

審藤栄一（さいとうえいいち）指揮

京都大学にて音楽学を、国際基督教大学大学院に

て美術史学を研究。この間、指揮法を尾高忠明、田
中一嘉、円光寺雅彦の各氏に学ぶ。また、１９８１年に

は、京都大学交響楽団とともに２週間にわたりドイ

ツ、オーストリアにて演奏旅行を行い、ザルツブル

グ音楽祭などにて指揮する。１９８２年には、関西二期
会室内オヘラ・シリーズ第９回公演、ブリテン作曲

「ねじの回転」（関西初演）の副指揮者を務める。１９８４

年より、水星交響楽団の常任指揮者に就任。’995年

には東京文化会館で水星交響楽団、オルフ祝祭合唱

団、佐多連枝バレエ団と、完全舞台形式「カルミナ．
ブラー十」・ラヴェルの舞踊交響曲「ダフニスとクロ

エ」全曲を指揮。作曲も手掛け、これまでに「スー
ダラ節の主題による交響的変容」（管弦楽曲）「シン

フ寸ニエッタ」（金管十重奏曲）「ミサ・ブレヴィス」

（無伴奏合唱曲)などを発表。また著書として、「振

っても書いてもし上せん酔狂」（水響興満新報社)、

「往還する視線１４－１７世紀ヨーロッパ絵画に

おける視線の現象学」（近代文芸社）がある。また、

最近はストラヴィンスキーの「兵士の物語」の語り

で好評を博した。現在、明治学院大学文学部芸術学
科.教授。

水星交響楽団（すいせいこうきょうがくだん）管弦楽

１９８４年に設立◎一橋大学管弦楽団の若手ＯＢたちが「学生時代に出来なかった曲をやろう」と

意気投合して結成した。名称は宮沢賢治の「セロ弾きのゴーシュ」に出てくる「金星音楽団」と一
橋大学の校章にあるギリシ』『･の商神「マーキュリー（水星)」に由来する。９８年に「アルプス交響
曲」でオヘラシティコンサートホールを満席にしたことを皮切りに、以後、サントリーホール、東

京芸術劇場など、都ﾊﾐｰ:の主要ホールで定期的に演奏会を行なっている。レパートリーはマーラー交
響曲第１、２，３，４，５，６，７番、ストラヴィンスキー「春の祭典」、ラヴェル「ダフニスとクロエ」

など大編成の曲のほか、ベートーヴェン・ブラームスの交響曲等幅広い。現在、多摩地区のアマチ

ュアオーケストラの中でも名実ともに高く評価されている。２００１年１１月に長野県県民文化会館に
おいて出張公演 を 行 な い 、 好 評 を 博 し た ｡

《 水星交響楽団第３４回定期演奏会
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2005年２月２０日（日）１４:００開演予定東京芸術劇場(大ホール）

指揮:香藤栄一

ショスタコーピッチ祝典序曲

ハチャトリアンバレエ組曲｢ガイーヌ｣より抜粋

プロコフィエフ交響曲第５番

お問合せ:植松090-1608-5749
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曲目解説

■イゴール･ストラヴインスキーバレエ音楽｢ペトルーシュカ｣(1947年版）

☆完全攻略１１ペトルーシュカのすべて☆

1．基本編－まずは段取りを押さえよう－

所要時間は約35分｡休憩や楽章の切れ目はなく全
曲通して演奏されます。

全４場（４つの部分）からなります。各場の合間
には「ドコドコ…」という太鼓の連打があるので、
場面転換の場所はすぐにわかります。ただし、最初
の「ドコドコ…」は第１場の途中にあります。つま
り、冒頭から巌初の「ドコドコ…」までが前奏曲あ
るいは全体の状況設定にあたり、次の「ドコドコ…」
までが実質的な第１場の物語となるわけです。

・第１場「謝肉祭」（約１０分）

ドコドコ…

ドコドコ…

･第２場「ペトルーシュカ」（約４分）
ドコドコ…

･第３場「ムーア人」（約６分）
ドコドコ…

･第４場「謝肉祭とベトルーシュカの死」（約１５分）

オーケストラは、いわゆる３管編成（管楽器が原
則各３本ずつ）に、ピアノ、チェレスタ、ハープと
各種の打楽器が加わる大規模なもので、とくにピア
ノが大活躍します。１９１１年の初演に際してはさらに
大きな４管編成で作曲されましたが、1947年に作曲
者自身の手で３管編成に書き直されました。また、
スコアには本来の「バレエ用」のほかに、「演奏会用」
として派手なエンディングも用意されていますが、
物語の最後のだいじな部分を端折って唐突に終わる
ためか、あまり演奏されないようです。今日の演奏
はもちろん「バレエ用」です。

2．内容編一物語を理解しよう－

登場人物は、ペトルーシュカ、ムーア人、踊り子

の３人。ただしこれらは人形劇の人形という設定で
す。

ベトルーシュカPetrouchkaとは､ヘータ（Peter、

ピーター）ちゃんといった程度の意味で、悩み多き
年頃の少年の象徴でしょうか｡一方､ムーア人とは、
今日ではモロッコなどアフリカ北西部に住むイスラ

ム教徒を指しますが、ここでは単に黒人の意味で、
世俗的で邪悪な存在として登場します。

舞台は1830年代のロシア、ヘテルブルグの海軍省
広場。冬の晴れた日。「Shrovetide（'戯悔の季節)」
と呼ばれる謝肉祭の最後の３日間のお祭りで賑わう

広場に、見世物小屋が立っています。この小屋の見
るからに怪しげな親方は、不思議な笛で人形に命を
吹き込むというのです。

ペトルーシュカは、人形でありながら人間の感情
をもたされてしまったために、その醜さと奇異な振

る舞いに自ら思い悩鼻、踊り子に思いを寄せること
で慰めを見出しますが、踊り子は気味悪がって見向

きもしません。それどころか、踊り子は俗物のムー

ア人を誘惑し、２人はできてしまいました。ペトル
ーシュカは嫉妬のあまりムーア人の部屋に押し入り
ますが、あっという間に外に放り出されてしまいま
す。

ここで現実と虚構が混濁します。夕暮れとなり最
高潮の盛り上がりを迎えた広場に突如悲鳴が響くと、
見世物小屋から転がり出てきたのは人間のベトルー
シュカとムーア人。ムーア人はペトルーシュカを追
い回し、手にした刀でペトルーシュカを斬り殺して
しまいます。広場は大.騒ぎになり、警官まで駆けつ

けますが、親方が抱き起こしたのはただの人形でし
た。群集もほっとして去っていきます。親方が人形
を小屋まで引きずって帰ろうとすると、小屋の屋根

にヘトルーシュカの幽霊が現れ、自分の運命と、そ
してそれをもたらした親方を呪うかのように、広場
を見下ろしています…。

3．鑑賞編一バレエと音楽を結びつけて聴いてみよう－
バレエの展開と音楽の聴きどころを、細大もらさ

ず表にまとめました。バレエを見なくてもその展開
が手にとるようにわかる、筆者の知る限り本邦初の
試みです。



4.情報編一周辺情報で知識を豊かにしよう－
「ベトルーシュカ」は、ロシアの興行師セルゲイ・

デイアギレフ率いるロシア・バレエ団（バリを中,ｕ

に活動したので、フランス語で『バレエ・リュズ』

とも呼ばれ主す）より委嘱され、１９１１年６月１３日、

バリのシャトレ劇場で初演されました。アレクサン

ドル・ブノワの美術、ミハイル・フォーキンの振付

で、当時ロシア・バレエ団の寵児ワスラフ・ニジン

スキーがベトルーシュカを演じ、大成功を収めまし

た、ストラヴィンスキーの複雑なスコアは誰も読む

場面 バレエ 音楽

第
一
場

謝肉祭の広場の賑わい。客引きの大声。市民も貴

族も、大人も子供も、酒飲みも、見世物小屋を覗
いたり回転木馬に乗って遊んだり。手回しオルガ
ンの音も聞こえる。

－ － － ロ ー ー ー ー ー － － ＝ － － － － － － － -一-一一一一一一一一一一一＝一‐一一一ー一一一口一一ローーーロー■一ー＝ーー一一＝ー一ーーー■ー＝ーー＝ー ー ‐ ‐ ロ ー ー ー

人形芝居の始主り始まり。見世物小屋の‘怪しげな
親方登場。笛を吹き9鳥らすと…

認こ‐
叩 を吹き込まれた３人？の人形登場。陽気な、し
かしどこかぎこちない踊りを踊り始める。

フルートやチェロの陽気なメロディ。

クラリネットが壊れた手回しオルガンを表現。ちょっと調子
つばずれになったり、音が抜けたりしている ０

音楽はどんどん盛り上がり、賑わいは最高潮に。

太鼓の「ドゴドコ…」のあと、静かな、少し不気味な音楽に。
親方の笛はフルートの､ノロ。不気味な音楽が繰り返されて雰
囲気はさらに怪しくなる。

－ ＝ ＝ － － － ＝ － 画 - 画 － － ー ‐ ー ⑤ ~ ｰ ｡ ‐ ‐ ー ‐ ~ ー 一 一 ‐ ‐ ー ー 一 ‐ ー － － 一 一 コ ｡ ‐ ー ー 一 一 ー － － ー 一 一 ＝ 一 ＝ ー ‐ ー ■ ‐ ー ー ＝ ー ー ー ー ー ー ＝ ー ＝ ー ー ＝ ＝ ロ ー ー ー ー ー ー ご ‐ つ ~ 一 一 一 － 一 ‐ － － － ニ ーーーーーーー■

速い２拍子の「ロシアの踊り」を全員で演奏。とても楽い、
ところ。しかし突然「ドコドコ…」が鳴って…

第
二
場

ベトルーシュカの粗末な部屋 ０

ベトルーシュカは自分が人間の感情を持つこと
を恨み、苦しみ、悶える。ときどきどうしようも
なくなって、絶望の叫び声を上げる。

ドアが開いて踊り子が入ってくる。ベトルーシュ

力は思わぬことに喜んで､自分の気持ちを伝えよ
うと焦るが､踊り子は気味悪がって出て行ってし
まう。ベトルーシュカは身体をドアに打ちつけて
悲Ｌｊｂ ◎

クラリネソトが呪文のような旋律を奏で、他の木管やピアノ

も絡みながらへトルーシュカの葛藤を表現する。
絶望の叫びはトランペット。このモティーフは極めて象徴的
で、この後全曲を通じて登場する。実は最初の呪文の変形。

少し速くなって、２拍子と３拍子が交錯する踊りの音楽が始
まるがそれも束の間、再びクラリネットやイングリッシュホ
ルン、ピアノのソロが激しい悲しみを歌い、トランヘットの
絶望のモテイーフが鳴り響く。
｢ドコドコ…」が鳴って場面転換。

第
三
場

ムーア人の豪華な部屋。ムーア人は､ノフマに寝転
んでく

踊り子

ベトル

バを梢

意気報
始める

ベトル

リ回し

き出し

･くつろいだり、不気味な踊りを踊ったりして
子の気を引こうとする。

ルーシュカに愛想をつかした踊り子がラソ

を持って部屋に入ってくる。
ーーーーー‐ー＝一ーーーーー一一ーー-＝ー‐‐－－ーー一一ーーｰー‐‐＝ー＝－－ー＝ー＝画一ーー＝‐＝ー■ーー■ーー■＝ーーーー一－一＝■ー＝ーー■－－ーー

投合したムーア人と踊り子はワルヅを踊り

ムーア人は怒って刀を振

てべトルーシュカを追いかけ､部屋から叩
てしまう ０

金管の．包嘩、ファゴット、イングリソシュホルンの不気味な
旋律などがムーア人の邪悪さ、俗物さを表す。

企一一一一一一＝一一一一ー一一ーー‐一一一一一一一一一一ー－－－‐一一ーローー凸一＝－－－－－一一■一一＝一一ロー一ロー‐ー

小太鼓のリズムに乗ってトランベ･ソ 卜が軽快なファンファー

しを演奏。ラッパ吹きなら誰もがあこがれる聞かせどころ。

トランペットとフルートが絡み合って、手に手を取ってワル
ヅを踊る２人を表現。

■一一ー＝ニーニーーーーーーー‐一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一－－－－‐一ー一一＝ニーーロ‐＝ー一ーー一一ー一一‐一一一一一‐一一ローローーーーーーーーーー‐＝一一-口‐ローーロニローーーーー

トロンボーンによる絶望のモティーフが、ベトルーシュカ乱
入の合図。オケが細かい動きをしながら盛り上がっていき、
２人の争いを描く。「ドコドコ…」で場面転換。

第
四
場

再び盛り上がる謝肉祭の広場｡物語には直接関係
ないが、次から次へ踊り手が登場し、浮かれ騒ぐ
様子が描かれる、（しエとしての華やかな見せ
場。最初は乳母の踊り。

次いで熊を連れた農夫の登場。
-－一一一一一■一－一一一一－一一一－一一一一ーローーーーーーーーローー‐‐一一一一一一一一＝一一一一ー一一一-一一一‐一一一一一一一一一一一-一一一ー‐一口‐＝ー

ジブシーーーの歌に乗って、ぼろ儲けをした商人がお
札をバラまいている。

‐－－－－-一－一一一一一ーー－ｰ~一一一－ 一 一 一 一 ー ー 一 ‐ ー 一 一 一 ‐ 一 ‐ ー ‐ ‐ ‐ ー ‐ － － － 一 一 ー 一 一 一 一 － － － ロ ー ロ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ーーーーー■一一一

やがて御者までもが踊り始める。

仮面舞踏会主で始まり、広場は狂気のごとく盛り
上がっていったその頂点で…

ヘトルーシュカとムーア人が突然広場に転がり

出て、取っ組み合い。ムーア人は刀をひと振り。

騒ぎを聞きつけ警察がやってくる。倒れているの
が人形だとわかり、一同ほっとして散っていく
が…

小屋の屋根の上にヘトルーシュカの幽霊が現れ

て、親方は恐怖におののく。

全奏で喧喋を描いたあと、木管とトランペットの細かい動き
に乗って、オーボエ、ホルン、弦楽器が朗々とロシア民謡を
歌い上げる。

専一＝ーーーーーｰ一一一‐ーーー‐＝＝■ローーーーーーーーーーーーー＝＝‐ーーローーローーー‐ーー‐ーーーー＝ーーローーーー

クラリネットの金切り声に続いて、
現するのはチューバの､ノロ。

のしのし歩く熊の姿を表

彦 一 ＝ ー ‐ ＝ ー ＝ ー ー ＝ ー 一 一 ー ■ ー 一 一 ー ■ 一 一 ー ＝ ■ 一 一 ー ー ‐ ‐ 一 一 一 一 一 一 一 ニ ー ー ー ー 一 一 一 一 一 一 一 一 一 ー 一 一 一 一 ー 一 一 一 ー 一 一 － 一 一 － － － － － － － － － 一 一 一 一 一 一 ｰ － －

弦楽器のグリッサンドや、ヴァイオリン．、／ロ、 オーボエの

細かい動きが、ひらひら舞うお札に群がる群衆を表している
■＝－－－－－－－ー－－－ｰ－－－－－一一一一一一一一一一一一一一－－－－＝－－－－－－－－－＝＝＝＝＝－－＝－＝＝＝＝－－＝＝－ローーーーーーーーーーーーーーローーーーーーーーーーーーーーーーーー－－■■一

躍動的なギャロッーブを全員で演奏。音楽としてはとても楽し

く、全曲を通じていちばん盛り上がる部分。
申一一一一一一ｰー＝‐ー‐‐＝‐‐‐ー■ーーーーーーーーーーー一ーーー一一■一一一一一一－一一－ニーーーーーー‐一一一一＝一一一一－－－‐一一ー一一－一一一一一一－－一一一一一‐‐つ‐一一ー－－－‐一一－一一‐

ギャロップが突然終わると、小刻みな音型でオケが盛I)上が
っていき、５拍子など複雑なリズムが出てきて音楽も混迷の
度を深めていく。

■ー‐‐ー＝ー‐‐ー＝一一ー＝＝＝一一ローーーーーーーー‐ーーーーーローーーーーー一一ー一一二一一一＝一■一一ーー一ローー‐一ー‐－－－ー一一＝ーｰ＝一一一－一一‐一一一ー一つ－－－－－－－－口→ｰー‐~‐｡｡

トランペットが絶望のモティーフを叫び、各楽器がめまぐろ
Lい動きで格闘を描く。とどめを刺されてベトルーシュカが

倒れる音は、タンバリンを舞台の床に落として表現。

警察と親方のやりとりはファゴットのひょうきんな動き。ホ
ルンとオーボエが安堵に満ちたアルベジオを奏するのだが…

トランベソトによる痛切な絶望のモティーフ。弦楽器の夢と
も現実ともつかないようなあいまいなヒチカートで消え入る
ように終わる。



ことができず、フォーキンでさえもリズムの変化に
戸惑う中、ストラヴィンスキー自身が練習のピアノ
を何度も弾いて、少しずつつくり上げていきました。
このときの繊密なコラボレーションは「バレエ創造
の典型」と呼ばれ語り継がれているそうです。

ストラヴィンスキーがディアギレフの依頼で「火
の鳥」「ベトルーシュカ」「春の祭典」の３大バレエ
を書いたのは､ｉ９ｉＯ年から１３年のわずか３年ほどの

間のできごとでした。他の作曲家も含めると、この
間に、

・ラヴェル「ダフニスとクロエ」（1912年）
・ドビュッシー「遊戯」（'913年）

がロシア・バレエ団のために書かれて初演されてい

ますし、さらにもう少し年代を広げれば、
・サティ「ハラード」（1917年）

・ラヴェル「ラ・ヴァルス」（１９１９年）

※ただしディアギレフは（しエに向かないとして上演を拒否

・ストラヴィンスキー「プルチネルラ」（1920年）
・ブーランク「牝鹿」（1924年）

・ブロコフィエフ「鋼鉄の歩み」（'927年）

なども同様で、よくもこの短期間でこれほどの豊か

な実りが得られたものだと、驚かずにはいられませ
ん。

これだけの成果を私たち水星交響楽団が放置する

はずもなく、これまでに「牝鹿」「ラ・ヴデルス」「春
の祭典」「ダフニスとクロエ」でエキサイティングな

好演を積み上げてきました。「ダフニスとクロエ」で

はバレエとの共演も果たしました。いわば「ディア

ギレフもの」で確かな実績を残してきた水鯉、今日
の成功もまず疑う余地はないとして、次はどれを採

り上げようか、楽しみでいまからワクワクしてしま

います。

（横地篤志）

噂

■アントン･ブルックナー交響曲第９番二短調
〔ベンヤミンーグンナー･コールス改訂ブルックナー淵ブルツクナー協会版全集新クリティカル･エディション(2000年)による〕

立ちはだかる最後の壁､或いはブルックナー交響曲第９番雑感(抜粋版）

完全な無神論は、完全な信仰に達する最後の一つ手前の段に立っている
一フョードル・ミハイロヴィチ・ドストイェーフスキィ

この曲目解説は、水響きってのブルックナ一通で名古屋在住の高橋広氏に依頼しました。情熱あふれる独自
の見解を盛り込んだ文章を期待してのことですが、編集部に届いた原稿は何とＡ４版で８ページ１５部構成に
分けて見出しを付けましたが、全文掲載しても開演前のわずかな時間での通読は不可能でしょう。そこで、第
３部の楽章解説部分のみを本誌に掲載し、残る全文は別冊付録として挟み込むことにしました。通読すると、
この曲とブルックナーの事が実に良く分かります｡今回の演奏会でブルックナーに興味を持たれた方は､ぜひ、
ご通読をお勧めします。

参考演奏時間第一楽章３２分、第二楽章’４分第三楽章３１分途中中断なし

第３部楽章解説

第一楽章ぞっとする恐怖の幻想悲劇の予兆

第一楽章は、この世のあらゆる交響曲の冒頭楽章
を遥か仁抜きさる、巨大な構成と壮絶な内容を有す
る

冒頭、不気味な和音の中から次第に主題の断片が

浮かび上がり、遂に巨大な主題の全貌が現れる、と
いう形は、ベートーヴェンの第９に似ているようで

はあるものの、スケールが全く違う。８つほどに分

断された主題群が僅かずつ、闇の中でチラリチラリ
と鬼火のように瞬くが、まだ何が起きようとしてい



ろのか、その全貌がどんなものであるのか、全くわ

からない。音楽が実に６２小節に至ったところで、そ
れらの断片は遂に一つの圧倒的な主題へと結合し、
目も弦むぱかりの閃光となり昨裂するのである！こ

れほど壮大な導入部はあらゆる交聯曲の中でも他に

全く類例を探しようもないほどである。

湯A｡

入．

ベール構造の第二主題は、ややもすると冗長にな

りがちな彼の他の交響曲における第二主題部分とは

一線を画す緊張感を持続し、雄大に展開してゆく。
不安にゆらぐような第三主題が破滅の予兆のように

烈しい盛り上がりを見せると、ホルンの持続音の背
後でヴァイオリンのピッチカートとフルートが奇妙

な感覚を醸し出す異次元的な空間を通過し、展開部
へと移行する。

ここでは第一主題をメインに音楽が次第に灼熱Ｌ

展開していくが、圧倒的な展開部の高揚の頂点で再

現部に回帰すると、ほぼ型どおり３つの主題が繰り

返される彼の常套手段とは異なり、ここでは再現部
が展開再現部ともいえるほど雄弁に、更にドラマテ

ィックに音楽を展開させてゆく。一時収まったかに
見えた音楽はすぐにヴァイオリンの嘆くような訴え

と共に盛り上がり、「ぞっとするような恐怖の幻想に

まで高められる(デルンベルク)｣。その恐怖を超え、
音楽が収束していくと、ようやく通例の第二主題、

第三主題回帰となる。

そして第三主題が大きく盛り上がった後、ブルッ

クナーが第２、第３交響曲で．も全く同じメロディー

を執鋤に使い続けた、金管による葬送の如きコラー

ルを受けて、音楽はコーダへと入る。ゆったりとし

かし確実に悲劇に向けて音楽は膨れ上がってゆき、

遂に阿鼻叫喚の凄惨なカオスとなる。二度和音の不
気味な乳みを見せながら金管がせりあがるが、一片
の救いも得られぬまま、蒼ざめたる馬に乗るもの－

死一の鎌が無慈悲に振り下ろされるかのように楽章
は終結する。彼の生涯を貫く著しい特徴の一つであ

る２連符と３連符のせめざあいが、この楽章におい
てほどシンプルな、しかし偉大な形式で、壮大な内
容を語り得るとは誰が想像し得たであろうか

第二楽章謎めいた世界に誘う緊張感

第二楽章はもともと抽象的な彼のスケルツォ楽章
の中でも一際具象性を超えた、正に彼岸のスケルツ
ォとでもいうべき内容だ『１－ばしば彼のスケルツーヶ

楽章に見られた潤いが微塵もない、何かしら核だけ

が抽出されたような音楽である。ただ、外面的な形

式としてはあくまでも彼が守り続けたA-8-Aの三部

形式からなるスケルツオ楽章となっている。

幽気を漂わせた木管を導入として、暴力的、悪魔

的な不協和音の連打が浴びせられる。途中の木管は

それ自体が決して解きえぬラビュリントスのように

いらだたしい緊張感に満ちた、謎めいた世界へと聴

く者を誘わずにはおらない｡
中間部のトリオの、妖精－それも軽やかではある

が、全くかわいらしさの感じられない、吟ややかに

人間をせせら笑っているかのような一の飛朔の如き

不思議な情感も全くこの曲独特のものだ。実に深い
苦味も隠し持った軽やかさは、ベートーヴェンのほ

ぼ最後の完成作である第’６弦楽四重奏の不思議な
軽みに通じるものがあるように感じられる。トリオ

が終わると通例どおり、再びスケルツォ楽章が回帰
し、全くはじめと同じことを奏でる。

第三楽章慰めと救済と承認のかすかな希望
ヴァイオリンが振り絞るように９度の跳躍を持っ

た主題を奏で、第三楽章が始まる。後続のマーラー

は彼の最後の完成作である第９交響曲の終楽章アダ

ーヂすでも弦によるオクターヴ跳躍という類似の手

法を用いているが、こちらの方はオクターヴを超え

た、緊張感のある９度跳躍であるので、更に緊迫し

た印象を聴く者に抱かせる。そこから感動的に沸き

起こる雄大なクライマックスは、人生においても創

作においても、いよいよ最後の時を迎えている事を

彼が自覚しているのが明白であり、はりつめた切実

さに満ち満ちている。

そして更にこの第一主題部クライマックスに続き、

ヴァーグナーチューバ群を中’,uとした金管陣によっ

て「生からの告別」と後に呼ばれるようになった荘

重なコラールが奏でられる。ブルックナーの死に臨

んでの覚1←というのか、これが自分の最後の、最

高の作品となるのだという決意一がここでも強く感
じられる。

美しく慰めに満ちた第二主題が続いて奏されるが、

低弦が引きずるように旋律を補強しているのはブル

ックナーに忍び寄る死の影のなせる業か。展開部的
な箇所においても音楽は第一主題を中‘､:_:に切々と語

られるが、その終結部分で、突如として「生からの



告別」と近親性をもつコラール旋律を全弦楽器が歌

いこむ。この圧倒的な効果は比類ない感動を与えて

くれる。

その後、第二主題の再現から徐々にコーダへと移

行してゆく。一歩一歩、彼は頂点を目指して歩んで

ゆく。そこを越えれば、これまでの交響曲における

のと同様に、いやそれ以上に、栄光に満ちた神が自

分を承認して下さる筈だ。彼は確信を抱きながら、

その頂点を越える－

が、しかし、そこには平安のかけらもない、これ

までの彼が経験をしたことさえないような謹槍な地

獄絵図が広がっていたのである１惑乱した彼はもう

どうしていいのか分からない。そこでは悲劇的に低

音楽零群が｡包学する第一主題に、異様な不協和音の

ヴァイオリンのオスティナートが激烈にからみ、ア

ンチ・クリストの絶望の絶叫が全てを支配している。

ここには吉田秀和氏が見事に指摘しているように、

「『絶望とすれすれ』と言いたいような、これまでの

ブルックナーにきかれなかった何か兇暴なものの爆

発｣があるのである。それは一切解決されず､Ｏ[USEX

MACHlNA（機械仕掛けの神。ギリシア悲劇において、

劇を収拾させるため、全てを解決する方便として、
劇のラストに唐突に登場する神)もここには現れず、

狂気と絶望のみからなる不･協和音が、そのまま最強

音にて鳴らしきられる。

あとに残るのは生きているものの姿すら見当たら

ぬような荒野のみ。そして深く重苦しい沈黙。弾い

ていても聴いていても、ここばかりは烈しい戦‘懐に

身動きも出来ない程だ。
するとその中から第一主題の断片が表れ、安らぎ

と暖かさを感じさせる旋律が萌え出してくる。最後

の最後で彼を襲った恐怖と絶望を否定してくれるよ

うな応えではない。しかし、それでも遥かな高みか

ら彼に微笑みかける存在があることは僅かながら感

じられる。そしてそのうちささやかに、彼は安らぎ
に満ちてくる。ヴァイオリンが優しく分散和音を慈

しむように奏でる中、旧作一ミサ曲第｜番のミゼレ

ーレ主題、そして浄福の至高境を歌った第８交響曲

アダーヂ､才主題、そして安らぎに満ちた第７交響曲

第｜楽章主題が順次引用される。ここにおいて彼は、

慰めと救済と承認のかすかな希望を抱きつつ、最後

の完成楽章であるアダーチ､才を終えるのである。

(たとえプログラム原稿の形でも水響の『第９』に

参加出来、無上の喜びを覚えるぴろし）

一橋大学管弦楽団第５２回定期演奏会 、

；

《
、篭息一
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2004年１２月２５日(土）文京シビツクホール

指揮:田中一嘉

ベートーベン交響曲第３番｢英雄」

Ｒ･シュトラウス組曲｢ばらの騎士」

ボロディンだったん人の踊り

お問合せ:hiLoke@yahoo､cojp

ノ



水響創立２０周年記;含特別対談「２０歳の聞く、水響の２０年」

２０年の重さとは？一口では説明出来なくても、舞台上でコントラバスを楓爽と弾いている高橋
真弓さんが２０年前は赤ちゃんだったと考えれば実感しやすいでしＪこう。そこで、今回は２０歳団員
の高橋さんと、創立以来常任指揮者を務めている香藤栄一さんに「水響の２０年」をテーマに語り
合ってもらいました圃

ｌｕ１‘，

瀞建喫IiA

２０年秘史『酔狂』でなく『座興』になっていた！？

高橋：水響で弾くのはまだ２回目なのに、香藤先生と対談さ

せていただくなんて。本当に緊張しています。
香藤：まあ、コーヒーでも飲んで。楽にして、何でも聞いて
下さいね。

高橋：それでは、最初に気になっていたことを聞かせてくだ
さい。どうして、水星交響楽団っていう名前になったん
ですか？

審藤：名前はなかなか決まらなかったんですよ。１つ上がっ
たのが「ザ・交響楽団」という案。略称「ザ．響｣。つ
まり「座興」ですね。そこで、僕が出したのが「金星交
響楽団｣。宮沢賢治の「セロ弾きのゴーシュ」で、ゴー
シュが入っていた「金星音楽団」に引っ掛けた。英語名
はヴィーナス・シンーＺオニー・オーケストラで、略称は
ＶＳＯになる。

高橋：かっこいいですね。

香藤：高級ブランデーみたいにＶＳＯＰにしたかったんだけど、沓膝：局紙フフンテーみたいにＶＳＯＰにしたかったんだけど、Ｐの部分が思い浮ばなかった。でも、

一橋大学の校章にあるギリシャの商神「マーキュリー（水星)」と絡めたらどうかという案が
出て、結局、水星交響楽団になった。略して水響。

高橋：実は私、「スイキョー、スイキョー」ってみんなが言うから、てっきり「酔狂」だと思って
いました。実際、コントラバスの先輩たちは本当にお酒をよく飲みますし。

香藤：もちろん「酔狂」と呼んで下さっても構いませんよ。

屑

11甑ミ

Ｌ

２０年前の真実『赤川寿司』の頃､大阪でハイハイしてました
高橋：水響ってどんなきっかけで結成されたんですか？
審藤：僕は’９８４年に今の大学にやっと就職したんですよ。２９

歳でしたね。当然、その年の一橋オケの卒業生と同じよう
に、初夏には初めてのボーナスをもらった。そこで「自分
のお金でスシを食おう会」というのが、「さかえや」近く
の赤川寿司で開かれた。その席上で「またオーケをやろう」
「現役時代に出来ない曲をやろう」と盛り上がった。その
時「指揮をお願いします」って頼まれたので軽い気持ちで
引き受けた。｜回だけのつもりだったから、まさか長い付
き合いになるとは思いませんでした。

高橋：私は生後６か月で大阪にいました。もちろん、当時の
出来事の記憶ってありませんが、国立はとんでもなく熱か
ったんですね。

審藤：練習は大変でしたよ。弦楽器がｌブルトしか集まらな
いなんてザラだったし。練習場は木造で天井が高いのは良
くても、ン今暖房がないし、床にボコボコ穴が空いていた。
イスの足がはまったり、弓を落とした人もいました。

高橋：穴ですか。ヤダー~

香藤：翌年の３月に一橋大学の兼松講堂で、第１回の演奏会にこぎつけました。シューベルトの「ロ
ザムンデ」序曲が最初の曲でしたが、冒頭はＣ（ド）のユニゾンで始まるのに、いろんなＣの
音が聞こえた。今の水響って随分成長したと思いますよ。

高橋：メーン曲は何だったんですか？

香藤：ブラームスの交響曲２番です。

高橋：私が、初めてトップ奏者を任されたのが、ブラ２がメーンの演奏会だったんですよ。縁があ
る異たいて．うれしいです,kL。



２０年の重み｢スコア７００冊｣｢長女は－人暮しに」

高橋：初期の水響って「１度やった曲は取り上げない」ってルー

ルがあったんですよね。すると、２０年間も指揮者を続けると、
スコアは何冊ぐらいたまりましたか？

香藤：室内楽のスコアも含めると７００冊になります楓。本棚１つ

分ぐらいです◎

高橋：すご－い。私なんか’０数冊ですよ。

香藤：僕の収集癖もあるんですよ。ヴオーンーウィリアムズは全

集で持ってます。でも、スコアってＣＤと違って、同じ曲なの

に様々な指揮者のものを買い揃えないから、そんなに増えま

せん。２０年で主要な曲は大抵そろいましたね。

高橋：指揮の練習って、いつやるんですか？私、合唱部で指揮を

やっていたことがあるので、指揮の難しさは身にしみてます

が。

香藤：指揮の練習は、体を動かす部分と頭を使う部分がある。頭

を使う、すなわちスコアを読むほうは、；授業の空き時間を活

用しますね◎

高橋：棒は家でも振るんですか？

’

香藤：それはないですね。院生時代に、円光寺雅彦さんに１年間教わった経験が今でも生きます。
いわゆる「斉藤秀雄指揮法」をたたきこまれました。

高橋：ところで、２０年間も日曜日にお父さんが仕事に出ていったら、ご家族は困りませんでした
か？

香藤：僕は普通の会社員と違うから大丈夫でしたね｡曜日によっては、平日でも家にいましたから◎
幼稚園の送り迎えも普通にやりましたよ。

高橋：お子さんは何歳になったんですか。
香藤：長女は２４歳で、二女は予備校生です。上の娘は独立志向が強いから、｜人暮しを始めまし

た。

高橋：やっぱり寂しいですか。
香藤：三鷹の市民オケでチェロを弾いているので、週に｜回は僕の楽器を借りに来ます。顔は見ら

れるので安‘､ｕですね、

２０年の信頼「団員全員との駆け引きを楽しんでます」
高橋：私が初めて水響の演奏会を聞いた時、皆さんの情熱に,､ｕを打たれ、フロムたいにすごい人た

ちの集まりだと思いました。ですから、最初に演奏会に誘っていただいた時、恐れ多いと思い
ました。でも、替藤先生の練習は、とてもほのぼのとして、家族的な温かさがありますね。

香藤：最近、プロのオーケストラを何回か振って気付いたんだけど、僕って、水響全員の名前や顔、
力量までも知ってるんだよね。それに対して、プロって誰も知らない。だから、プロが相手だ
と指示を出し続けるだけになるけど、水響で振る時は、団員全員と駆け引きをするみたいな楽
しさがありますね。

高橋：合宿も面白いですね。昼間は’０時間もびっしり練習したと思ったら、夜は宴会で大いに盛
り上がる。「第５３○回業界対抗ゲーム大会」なんてイベントが、途中で始まりましたけど、
そんなに長くやってるんですか？

香藤：さすがにそれは冗談。でも、昔の合宿って宴会の比重が大きかった。連絡の時に「楽器は持
って行くんですか？」なんて質問が出たくらいだし。

高橋：長続きするたゐのポリシーってありますか？
審藤：このオケは、選曲や人事は団員全員で決めている。自主性がありますから、僕はそれに乗つ

かって音楽を楽しむことに徹することですね。

高橋：２０年間で大変なことってありましたか。
脊藤言う－ん、８６年の第２回演奏会のころかなあ。第１回って情熱だけで乗り切れるけど、２回目

はそうもいかない。曲だけ決まったのに、本番の会場が決まらないという状態が長かった。練
習の出席者もどんどん減っていた。あのころは辛かったな。

高橋：逆に感動したことは？

香藤：８９年の第８回定期でマーラーの「復活」をやった時かな。ステージ上で鳥肌が立つほど感
動した。

高橋：「復活｣、またやりましｊくうよ！
審藤：２０年間続けると、一種のレハートリーが出来上がってくる。同じ作曲家の曲を何回もやる

うちに、エッセンスが身に付くものなんですよね｡例えば、マーラーを初めて取り上げた時は、
海のものとも山のものとも分からなかった。でも、４番、２番、５番、３番を経験した後で、９６



ラヴェルも同じこ年に６番を取り上げた時、練習の早い段階から結構サマになっていた。ラザ

言えます。「復活」をやるかどうかは分からないけど、取り組みやすいでし
高橋：１０年後って、やはり水響を振っていると思いますか。

香藤：多分、やってるでしｔうね。

高橋：その時は、私もよろしくお願いします。

卜画定弓示ｑ

岬翰織
一望

燕畠頴噂爾"陽一

上うね。

く対談を終えて＞

今回は対談に参加させていただきありがとうございました。禰藤先生と
このような貴重な機会を持ててとても光栄です。水響誕生のエピソードや

斎藤先生の水響への想いなど、現役の私にとって興味深く新鮮なお話が聞
けて、ますます衛藤先生と水響が好きになりました。

私は大学からコントラバスを始めたのですが、コントラバスの楽しさを
教えてくれたのは水響でした。２０周年にして第５３○回を迎えた合宿や

マチ子乱入など、水響にはなんだか不思議がいっぱいですが、私は「笑い」
と「音楽」を本気で求めるみなさんの姿勢に‘ぎを打たれ、気持ちを引き締
めている次第です。

対談では２０１０年演奏会での約束（？）もでき、今後の水響も楽しみで
す。これからもどうぞよろしくお願いいたします。

高橋真弓

とが

助手：そういえば、すけさん。今回って、お約束の質問しませんでしたね。
司会：約束って？そうだラーメンネダかあ。うっかりしてた。
助手：当の鈴木尚志さんは練習欠席のようですが。
委員長：夏休みでハワイに行ったらしいぞ。ええのお。
助手：ワイキキでも、ラーメン食べてますかねえ。
司会：カラカウア通りの「天下一品ラーメン」のことは教えといたけど。あと、

肉ＨｌＲＯＳＨ｜」も勧めておいたよ。

助手：やはりワールド，ラーメン・ウォーカーですから。食べてきて欲しいな。
委員長：おおおお、ワシもワイハ行きたい。

君の一押Ｌの「焼

委員長・データ提供

司会・編集Ｈ・Ｓｕ
助手・撮影Ｒ・Ｙｃ

Ｔ・Ｕｅｍｏ↑ｓＬｌ

ｋｅｎｏｒｉ

ｋｏｏ



水星交響楽団MercurySymphonyOrches↑rｏ

常任指揮者：香藤栄一

コンサートマスター：吉田健一郎

副指揮者：榎原尚徳

トレーナー：安藤裕子

＊１s1Violin

安谷屋靖

生駒陽子

石川めぐみ

稲沢万貴子

大塩昌来

大軒敬子

川又慶子

黒川夏実

篠木悠介

鈴木尚志

鈴木牧

西端雄一

福地由樹子

福原優子

◎吉田健一郎

＊２ndViolin

岩槻里子

北島綾乃

小林美保子
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鈴木真由子

豊田由起

野村国康

林昌英

浜田浩子

深津雄太
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◎米嶋 龍 昌

＊Violo

青木孝博

有井晶

井上拓
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川俣英男

木村納

飯 田 隆 小 野 富士

金純子

小松聡

◎田北佐和子

中垣健志

錦見容代

野口雄裕

福島恵一

本西大祐

＊Violoncello

青木真紀子

上竹原修一

◎鈴木皇太郎

高橋幾多郎

橘温子

中山憲一

中山佐知子

野瀬真喜子

日吉実緒

森川還

＊Comrobqss

大西功

◎刈田淳司

河合紀寿

神崎正英

高橋真弓

長屋裕大

藤田希帆

藤本宏行

宮嶋順也

＊Ｆｌｕｉｅ＆Piccolo

刈田淳子

中津高師

西村かよ子

横尾良子

小林幸人鈴木明一博

＊Ｏｂｏｅ＆EnglishHorn

工藤陽平

斎藤暁彦

進藤彩

野口秀樹

＊Clqrine↑

大 山泰 広

長屋亮子

西村伸吾

横地篤志

＊Fo9go↑＆
ComroFqggo1

青柳亮太

富井一夫

渡辺さつき

＊Ｈｏｍ

青野陽子

伊集院正宗

榎原尚徳

岡本真哉

北典子

桑名久美

小松泰三

東森 智史

野崎由紀子

山形尚世

＊TenorTubo

榎原尚徳

東森智史

＊ＢｏｓｓＴｕｂｏ

伊集院正宗

岡本真哉

森口真司山田裕治

＊Trumpe↑

家田恭介

岩瀬世彦

金子恭江

桜井新

田玉詩織

＊Trombone

小林威之

樫井統

，佐藤幸宏

高橋康昭
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植松隆治

＊Percussion

高橋淳

野川真木子

三宅純子

山本勲

吉村恵一

＊Ｃｅles↑o

青野陽子

＊Ｈｏｒｐ

東森真紀子

＊Piqno

佐藤美喜


